
国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）
計画について 平成 ２７ 年 １１ 月 １３ 日

日本実験棟「きぼう」国際宇宙ステーション

宇宙ステーション補給船 「こうのとり」
ＩＳＳ搭乗のJAXA宇宙飛行士

（計9名、実績7名10回） １

補足資料



国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）計画

人類の活動領域・知的資産の
拡大への貢献

（１９９８年に５極間で宇宙基地協力協定に署名、同年国会承認）

日、米、欧、加、露による国際協力プロジェクト

宇宙環境の提供による
科学技術・イノベーションの促進、

産業・社会へのインパクト

宇宙環境の提供による
科学的知見・成果の獲得

国際プレゼンスの発揮・向上

青少年の育成

ＩＳＳ計画参加の主な意義ー【成果例】

２

【ＩＳＳ計画関連予算（H26年度）】

米国： 約４，３３６億円（97円/ﾄﾞﾙ）

日本： 約３５７億円

米国を含むＩＳＳ計画参加各国の多額の投資、
技術・知見・経験等の提供の中、我が国は米国
に比べ約1/10の投資で、例えば、以下のような

宇宙先進国として確固たる地位・技術の獲得や
成果を享受

H26年度支出官ﾚｰﾄ

国際約束に基づく経費：325億円
利用に係る経費：32億円

（内訳）

【宇宙空間に我が国の実験・生存環境を確保・運用】

【第2回ISEF（国際宇宙探査ﾌｫｰﾗﾑ）議長国、ISS船長】

【「きぼう」の成果の科学誌Ｎａｔｕｒｅ、Ｓｃｉｅｎｃｅへの掲載】

【接近技術・ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘｰ技術の米国での採用、
超小型衛星の放出、多数のｽﾋﾟﾝｵﾌ商品(消臭下着,保存食等)】

【教科書への掲載、宇宙飛行士10位(大人になったらなりたいもの)】



国際宇宙ステーション計画参加の費用対効果

米露のみが持っていた
環境制御技術、接近技術
等の獲得

管制業務、安全・信頼性
管理業務等の知見・経験
の獲得

日本の接近技術、ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ
ﾊﾞｯﾃﾘｰ技術が米国の宇宙シ
ステムに採用

新たなＸ線天体の半数
以上を「きぼう」で発見
（4年半で12個）

 ノーベル賞級の成果と
されるダークマターの
観測施設としても期待

アジア唯一のＩＳＳ計画参加
国として、7カ国1,300名以上

が参加した植物種子実験を
支援

高精細ハイビジョンカメラに
よるフィリピンの洪水災害の
映像を要請に応じ提供

小中学校の理科･国語教科書への掲載
写真・映像の利用申請 4,171件（H25）
 TV518件、新聞約1,300件（H25）
軌道上宇宙飛行士との交信55回（H21～26）
宇宙飛行士講演活動172回、約12万人参加
（H21～26）

３

活動領域・知的資産の拡大 科学技術イノベーション・産業

科学的知見・成果 国際プレゼンス 青少年の育成

「きぼう」に650社、「こうのとり」
に400社の企業が参加（参加企
業の技術力が国際的信用に）

「大人になったらなりた
いもの」に宇宙飛行士
が１０位にランクイン（
2014第一生命保険調
べ）

星を吸い込む巨大ブラ
ックホールの世界初の
観測（科学誌Nature
掲載）



「きぼう」を利用した研究課題の実施について

超小型衛星放出実績（JAXA放出機構利用）

H27年度募集対象領域

①｢きぼう｣を使ったヒトの疾患に関連する
エピゲノム研究

②臓器立体培養等の再生医療に関する
｢きぼう｣利用研究

国の戦略的研究 民間主体の
研究開発利用

科学・実験利用等の有償利用

１１件、１０．４億円
（平成２１年度から平成２７年度）

科学技術イノベーション総合戦略2014
5つの政策課題

４

実施テーマの紹介

成果公開

実施後評価
の公表

選定結果
の公表



「きぼう」を利用した研究成果・民間活用等について

筋ジストロフィー治療薬開発

【動物実験による有効性と
安全性の検証実験実施中】

SiGe結晶
固化したメ
ルトゾーン

原料

Si種結晶

インフルエンザ特効薬開発
（どんな型のウィルスでも増殖を

抑える治療薬の開発）

【きぼう実験中、製薬企業
との連携を推進中】

地上で実現できなかった次世代
の高性能半導体結晶である
Si0.5Ge0.5の大型結晶の製造
に世界で初めて成功

５

星を吸い込む巨大ブラック
ホールの世界初の観測

【Natureに掲載され、発表後5年
の引用数は100件を超える】
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217
241  ＩＳＳ関連論文のうち、

２０％が日本の論文

高インパクトファクター
雑誌に採用された論文
１０本のうち４本が日本
の論文

（2004~2015 NASA調べ）
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